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( 1 ) ズダン陽性症例は80例中ほぼ半数に認められ，ホジキン病 (HD) ，細網肉腫 (RS) 及びリ





により陽性例と陰性例に類別され，特に RS と LS に於いてその差が顕著である。
( 2 ) ズダン陽性悪性淋巴腫腫蕩細胞の比率は身体各部位によって差を示すものがあり，推測され
る原発巣に近い程その比率が高いものが数例あったが，この場合リンパ節以外の諸臓器に校潤した腫
湯細胞や比較的新しいと思える増殖巣にズダン陽性が少ない事が認められた口















て，腫場細胞内脂肪頼粒には，これ等 2 つの細胞寿命と関連性のあることを指摘した。即ち，第 l 型
として，陰性寿命細胞内に脂肪頼粒が認められる場合で，この型では，ズダン好性腫蕩細胞の分布が
推測される旧い腫虜組織に近い程多いことを観察しているが，こういう観点から観察研究された仕事
は今迄lこない。第 2 型として，陽性寿命細胞内に脂肪頼粒が認められる場合で，核分裂中の悪性リン
パ腫細胞内に脂肪頼粒を認めており，今迄に殆んど報告されていない観察である。
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